
(57)【要約】

【課題】本発明は、フリンジフィールド駆動モード（Ｆ

ｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ：ＦＦＳ

）液晶表示装置に関し、低階調及び暗状態においてパネ

ルに印加される電界によるラビングムラ及び残像を除去

する偏光軸及びラビング軸を配列する方法を提供する。

【解決手段】本発明によると、偏光光が入射される下板

の偏光軸とラビング軸とが第１所定角度を有するように

配列する。偏光光が液晶を通じて出る上板の偏光軸とラ

ビング軸とが第２所定角度を有するように配列する。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 偏 光 光 が 入 射 さ れ る 下 板 の 偏 光 軸 と ラ ビ ン グ 軸 と が 第 １ 所 定 角 度 を 有 す る よ う に 配 列 す
る 段 階 と 、
　 前 記 偏 光 光 が 液 晶 を 通 過 し て 出 て く る 上 板 の 偏 光 軸 と ラ ビ ン グ 軸 と が 第 ２ 所 定 角 度 を 有
す る よ う に 配 列 す る 段 階 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド 駆 動 モ ー ド 液 晶
表 示 装 置 に お け る 偏 光 軸 及 び ラ ビ ン グ 軸 を 配 列 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 所 定 角 度 及 び 前 記 第 ２ 所 定 角 度 は 、 ９ ０ ° よ り 小 さ い 角 度 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド 駆 動 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お け る 偏 光 軸 及 び ラ
ビ ン グ 軸 を 配 列 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 下 板 の 偏 光 軸 と 前 記 上 板 の 偏 光 軸 と が 成 す 角 度 が 、 下 記 の 数 式 １ に 示 す よ う に な る
よ う に 、 前 記 偏 光 軸 と ラ ビ ン グ 軸 と を 互 い に 非 対 称 に 配 列 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド 駆 動 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お け る 偏 光 軸 及 び ラ ビ ン グ 軸 を 配
列 す る 方 法 。
　 （ 数 １ ）
　 　 δ ＝ ９ ０ ° ± ｜ α － β ｜
　 ［ こ こ で 、 α は 前 記 第 １ 所 定 角 度 、 β は 前 記 第 ２ 所 定 角 度 、 δ は 前 記 下 板 の 偏 光 軸 と 前
記 上 板 の 偏 光 軸 と が 成 す 角 度 で あ る 。 ］
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、 フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド 駆 動 モ ー ド （ Ｆ ｒ
ｉ ｎ ｇ ｅ 　 Ｆ ｉ ｅ ｌ ｄ 　 Ｓ ｗ ｉ ｔ ｃ ｈ ｉ ｎ ｇ ； 以 下 、 Ｆ Ｆ Ｓ と 記 す ） 液 晶 表 示 装 置 に お い
て 、 低 階 調 及 び 暗 状 態 で パ ネ ル に 印 加 さ れ る 電 界 に よ る ラ ビ ン グ ム ラ 及 び 残 像 を 改 善 す る
た め に 、 偏 光 軸 及 び ラ ビ ン グ 軸 を 非 対 称 に 配 列 す る 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 周 知 の よ う に 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 Ｔ Ｎ （ Ｔ ｗ ｉ ｓ ｔ ｅ ｄ 　 Ｎ ｅ ｍ ａ ｔ ｉ ｃ ） モ ー
ド が 最 も 多 く 応 用 さ れ て い る が 、 こ れ は 視 野 角 が 狭 い と い う 欠 点 の た め 、 視 野 角 の 向 上 を
目 的 と し て 、 フ リ ン ジ 　 ・ フ ィ ー ル ド ・ ス イ ッ チ ン グ ・ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 が 開 発 さ れ た
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ は 、 従 来 の Ｆ Ｆ Ｓ 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 図 面 で あ る 。 図 ２ は 、 図 １ に 示 す Ｆ Ｆ Ｓ 液 晶
表 示 装 置 に お け る 偏 光 軸 を 示 す 図 面 で あ る 。
　 従 来 の Ｕ ｌ ｔ ｒ ａ － Ｆ Ｆ Ｓ （ 出 願 人 が 開 発 し た 技 術 名 称 ） で は 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １
の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 １ ０ ２ と 重 な る 第 ２ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 １ ０ ４ の 形 状 を 櫛 型 に 製 作 し 、 液 晶 を ０ 度
に て 配 向 さ せ る こ と に よ り 、 電 界 に よ っ て 液 晶 の 上 側 と 下 側 と で 互 い に 逆 方 向 に な る よ う
に 液 晶 が 捩 じ れ る 。 そ れ に よ り 、 液 晶 の 誘 電 率 異 方 性 に よ り 青 み が か っ た 、 ま た は 、 黄 味
を 帯 び る 色 彩 が 変 化 す る こ と を 補 償 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 方 法 に よ る Ｆ Ｆ Ｓ は 、 電 極 間 の 重 畳 領 域 が 非 常 に 広 い の で 、 長 時 間 の 電 気 的
動 作 に よ る 絶 縁 膜 等 の 劣 化 に よ り 、 質 の 良 く な い 残 像 が 生 ず る と い う 短 所 が あ る 。 こ の よ
う な 短 所 の 改 善 の た め に 、 多 様 な 電 極 形 状 と 構 造 変 更 等 が 研 究 さ れ て 来 た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の Ｆ Ｆ Ｓ の ノ ー マ リ ブ ラ ッ ク モ ー ド で は 、 電 圧 が 印 加 さ れ て い な い 状 態 で Ｌ ０ （ 暗
、 ブ ラ ッ ク ） 状 態 が 維 持 さ れ 、 か つ 、 印 加 さ れ る 電 界 に よ っ て 、 電 界 方 向 （ ＋ Ｌ Ｃ ） 、 ま
た は 、 垂 直 方 向 （ － Ｌ Ｃ ） に 配 列 さ れ る 液 晶 に よ り Ｌ ２ ５ ５ 階 調 （ ホ ワ イ ト ） を 具 現 す る
こ と に な る 。
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　 こ の よ う な 動 作 原 理 に よ り 長 時 間 印 加 さ れ た 電 界 に よ り 劣 化 さ れ た 液 晶 － 配 向 膜 、 電 極
間 絶 縁 膜 、 液 晶 内 不 純 物 等 の 因 子 に よ り 低 階 調 状 態 で 画 品 に 品 質 に 残 像 ま た は ム ラ 等 の 問
題 が 生 じ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ６ ４ ４ ９ ０ ２ ６ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 従 来 技 術 の 諸 問 題 を 解 決 す る た め に 案 出 さ れ た も の で 、 上 下 板 ラ ビ ン グ
軸 と 偏 光 板 の 光 軸 と を ツ イ ス ト し て 、 低 階 調 及 び 暗 状 態 で パ ネ ル に 印 加 さ れ る 電 界 に よ る
ラ ビ ン グ ム ラ 及 び 残 像 を 除 去 す る Ｆ Ｆ Ｓ 液 晶 表 示 装 置 に お け る 偏 光 軸 及 び ラ ビ ン グ 軸 を 配
列 す る 方 法 を 提 供 す る こ と を そ の 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド 駆 動 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置
に お け る 偏 光 軸 及 び ラ ビ ン グ 軸 を 配 列 す る 方 法 は 、 偏 光 光 が 入 射 さ れ る 下 板 の 偏 光 軸 と ラ
ビ ン グ 軸 と が 第 １ 所 定 角 度 を 有 す る よ う に 配 列 す る ス テ ッ プ ； 及 び 前 記 偏 光 光 が 液 晶 を 通
じ て 出 る 上 板 の 偏 光 軸 と ラ ビ ン グ 軸 と が 第 ２ 所 定 角 度 を 有 す る よ う に 配 列 す る ス テ ッ プ を
含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の Ｆ Ｆ Ｓ ノ ー マ リ ブ ラ ッ ク モ ー ド に お い て 、 長 時 間 電 圧 印 加 、 即 ち 、 ホ
ワ イ ト 、 グ レ ー 等 の 画 面 の 表 示 後 、 問 題 と な る 低 階 調 （ ＜ Ｌ １ ０ ０ ） に お け る ム ラ 及 び 残
像 の 視 認 性 を 改 善 す る こ と が で き る 。 本 発 明 は 従 来 の 対 称 性 セ ル 設 計 概 念 を 変 え て 非 対 称
性 Ｆ Ｆ Ｓ セ ル 設 計 を 行 っ て 、 低 階 調 で 視 認 性 が 高 い ラ ビ ン グ 歪 み に よ る 線 ム ラ を 改 善 し 、
製 品 の 品 位 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
　 現 在 生 産 し て い る 対 称 の セ ル と 異 な る 液 晶 の 動 作 を 考 え て 、 ラ ビ ン グ 軸 と 偏 光 軸 と を 非
対 称 に 位 置 さ せ る こ と に よ り 、 ラ ビ ン グ 線 ム ラ を 改 善 し 、 低 階 調 で 視 認 性 が 長 く 残 っ た 残
像 を 改 善 し 、 暗 状 態 の ラ ビ ン グ 部 の 光 漏 洩 改 善 に よ る 対 比 率 を 向 上 さ せ 、 高 品 位 ブ ラ ッ ク
及 び ホ ワ イ ト 等 の 医 療 用 モ ニ タ と Ｔ Ｖ 等 に 適 用 す る こ と が で き る 高 画 質 の 低 階 調 映 像 を 提
供 し 、 偏 光 子 取 付 け 工 程 か ら 生 じ る 光 軸 誤 マ ッ チ ン グ の 工 程 マ ー ジ ン 向 上 等 の 効 果 が 得 ら
れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 ４ は 、
図 ３ に 示 す Ｆ Ｆ Ｓ 液 晶 表 示 装 置 の 偏 光 軸 を 示 す 図 面 で あ る 。 図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態
に 係 る 暗 状 態 に お い て 下 板 液 晶 配 列 形 状 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 現 状 の Ｆ Ｆ Ｓ セ ル を 設 計 す る 際 に は 、 上 下 板 の ラ ビ ン グ 及 び 偏 光 板 の 軸 が 一 致 す る よ う
に 設 計 し て 、 ブ ラ ッ ク 及 び ホ ワ イ ト を 具 現 す る 。 し か し 、 本 発 明 で は 、 一 般 に 暗 状 態 で は
画 素 電 極 ３ ０ ４ に 少 量 の 誤 マ ッ チ ン グ フ ィ ー ル ド が 印 加 さ れ る こ と を 考 え て 、 偏 光 軸 と ラ
ビ ン グ 軸 と を 図 ３ に 示 す よ う に 非 対 称 に 配 置 し て 、 暗 状 態 は よ り 暗 く し 、 グ レ ー 状 態 で の
ム ラ 及 び 残 像 視 認 性 は 格 段 に 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 光 が Ｌ Ｃ Ｄ を ” 下 板 の 偏 光 軸 → ラ ビ ン グ ラ イ ン → 液 晶 → ラ ビ ン グ ラ イ ン → 上
板 の 偏 光 軸 ” の 経 路 で 通 過 す る こ と を 考 え て 、 偏 光 板 の 偏 光 軸 と ラ ビ ン グ 軸 を 互 い に 非 対
称 に 位 置 さ せ る の で あ る 。 図 ３ に お い て 、 参 照 番 号 ３ ０ ２ は 、 共 通 電 極 を 示 す 。
　 偏 光 光 が 入 射 さ れ る 下 板 の 偏 光 軸 と ラ ビ ン グ 軸 と を α ° の 角 度 （ 第 １ 所 定 角 度 ） を 有 す
る よ う に 配 列 し 、 前 記 偏 光 光 が 液 晶 を 通 過 し て 出 る 上 板 の 偏 光 軸 と ラ ビ ン グ 軸 と は β ° の
角 度 （ 第 ２ 所 定 角 度 ） を 有 す る よ う に 配 列 し 、 前 記 下 板 の 偏 光 軸 と 前 記 上 板 の 偏 光 軸 と が
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成 す 角 δ が ９ ０ ° ± ｜ α － β ｜ と な る よ う に 、 フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド 駆 動 モ ー ド 液 晶 表 示 装
置 に お け る 偏 光 軸 及 び ラ ビ ン グ 軸 を 非 対 称 に 配 列 す る 。 即 ち 、 偏 光 光 が 入 射 さ れ る 下 板 の
偏 光 軸 と ラ ビ ン グ 軸 と が α ° だ け 、 ま た 、 偏 光 光 が 液 晶 を 通 じ て 出 る 上 板 の 偏 光 軸 と ラ ビ
ン グ 軸 と は β ° だ け 捩 じ れ て ラ ビ ン グ ラ イ ン の 上 部 か ら 生 じ る 液 晶 の バ ラ ツ キ を 偏 光 軸 を
非 対 称 に 置 き な が ら 、 ラ ビ ン グ ム ラ の 視 認 性 を 減 ら す こ と が で き る 。 前 記 α ° 及 び β ° は
９ ０ ° よ り 小 さ い こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 暗 状 態 （ Ｖ ｄ ～ ０ Ｖ ） に お い て 、 下 板 （ ア レ イ 電 極 上 ） 液 晶 配 列 形
状 暗 状 態 に お い て 、 電 界 は ゼ ロ に 近 い が 、 実 際 は 、 微 細 な 漏 洩 電 流 ／ 電 圧 に よ り 下 板 部 の
隣 接 す る 液 晶 は γ ° （ γ ＝ ｜ α － β ｜ ） だ け 捩 じ れ る 。 上 板 の 偏 光 軸 と 下 板 の 偏 光 軸 と が
成 す 角 度 δ は 従 来 の ９ ０ ° か ら ９ ０ ° ± ｜ α － β ｜ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 の 形 態 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は 前 記 の 実 施 の 形 態 に 限 る の
で は な く 、 特 許 請 求 範 囲 に 記 載 さ れ た 技 術 的 思 想 に 基 い て 多 様 に 変 形 可 能 で あ る こ と は い
う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 従 来 の Ｆ Ｆ Ｓ 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す Ｆ Ｆ Ｓ 液 晶 表 示 装 置 に お け る 偏 光 軸 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 す Ｆ Ｆ Ｓ 液 晶 表 示 装 置 の 偏 光 軸 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 暗 状 態 に お け る 下 板 液 晶 配 列 形 状 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
３ ０ ２ 　 　 共 通 電 極
３ ０ ４ 　 　 画 素 電 極

10

20

(4) JP 2005-234527 A 2005.9.2



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(5) JP 2005-234527 A 2005.9.2



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 2H091 FA08X FA08Z FD09  GA06  GA11  KA10  LA16  LA19 

(6) JP 2005-234527 A 2005.9.2



专利名称(译) 在边缘场驱动模式液晶显示装置中布置偏振轴和摩擦轴的方法

公开(公告)号 JP2005234527A 公开(公告)日 2005-09-02

申请号 JP2004293772 申请日 2004-10-06

[标]申请(专利权)人(译) Bioi高盘科技有限公司

申请(专利权)人(译) Bioi Heidis科技有限公司

[标]发明人 李景夏
金貴鉉

发明人 李 景 夏
金 貴 鉉

IPC分类号 G02F1/1337 G02F1/133 G02F1/1335 G02F1/1343

CPC分类号 G02F1/133528 G02F1/1337 G02F1/134363 G02F2001/133531 G02F2001/134372 B01D39/2062 
B01D2239/04 B01D2239/0618 B01D2239/10 B01D2239/1241

FI分类号 G02F1/1335.510 G02F1/1337.500 G02F1/1343

F-TERM分类号 2H090/JB10 2H090/LA04 2H090/MA06 2H090/MA07 2H090/MB01 2H091/FA08X 2H091/FA08Z 2H091
/FD09 2H091/GA06 2H091/GA11 2H091/KA10 2H091/LA16 2H091/LA19 2H092/NA01 2H092/PA02 
2H092/PA11 2H191/FA22X 2H191/FA22Z 2H191/FD10 2H191/GA08 2H191/GA17 2H191/KA10 2H191
/LA21 2H191/LA25 2H290/AA72 2H290/BA07 2H290/BF13 2H291/FA22X 2H291/FA22Z 2H291/FD10 
2H291/GA08 2H291/GA17 2H291/KA10 2H291/LA21 2H291/LA25

优先权 1020040010117 2004-02-16 KR

其他公开文献 JP4632118B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种对准偏振器和摩擦轴的方法，该方法相对于边
缘场消除由施加到低灰度和暗状态的面板的电场引起的摩擦mura和重影
图像开关（FFS）液晶显示器。解决方案：使得偏振光入射的下板上的
偏振器和摩擦轴以这样的方式排列，使得在偏振器和摩擦轴之间形成的
角度是第一预定角度。偏振器和偏振光通过液晶射出的上板上的摩擦轴
以这样的方式排列，使得在偏振器和摩擦轴之间形成的角度是第二预定
角度。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/85f64f45-7cfb-45a9-b536-489e890cdcb2
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034836781/publication/JP2005234527A?q=JP2005234527A

